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公益財団法⼈中⾕医⼯計測技術振興財団のご紹介 (1/2) 
〜 概要〜
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1984年に東亜医⽤電⼦株式会社（現シスメックス株式会社）の創始者の
中川太郎⽒が設⽴。2013年に公益財団法⼈化

設⽴経緯

⽬的

助成規模の推移
（2012年〜2018年）

・医⼯計測技術分野における先導的技術開発、技術の交流を促進
・⼈材の育成



公益財団法⼈中⾕医⼯計測技術振興財団のご紹介 (2/2) 
〜事業内容 〜
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表彰事業 助成事業



中⾕財団・国際学⽣交流プログラムのご紹介
〜 全体像〜
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概略

中⾕RIES（ Research＆International Experience for Students )プログラム

・将来はPhDを取得し、研究者になることを⽬指す国内外理系学部⽣を⽀援
・海外での短期留学を通じグローバルな環境での研究を実体験
・航空運賃、宿泊、授業料、⾷費（⼀部）等々、必要な費⽤を財団が⽀援
・夏季・春季の2プログラムを提供

アドバンストプログラム（⽇学⽣のみ）

・2016年より開始
・夏季休暇を利⽤した⽇学部学⽣・海外学⽣の短期留学プログラム

⽇学⽣・海外学⽣ 10名程度を選抜
・⽇本・海外のトップクラスの研究室で研究を体験

実績：東北⼤、千葉⼤、東⼤、東京⼤、慶応⼤、名⼤、豊⽥⼯業、京⼤、阪⼤、九⼤
⽶国 ライス⼤、（今年度） ドイツ ハイデルベルク⼤、カールスルーエ⼯科⼤

・参加学⽣間の交流、⽂化体験のイベント

・2017年より開始
・中⾕RIES参加の成績優秀者から3名程度を選抜
・本格的な研究⽣活を海外の⼤学研究室で春季休暇の2か⽉程度で経験

学⽣⾃⾝が主体的に留学計画を⽴案



中⾕RIESプログラム
〜 Inbounds〜
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海外理系学部⽣の⽇本での夏季短期留学

2016年~2018年は全⽶の⼤学から選抜された理系学部学⽣
・３週間の東京での集合教育（⽇本語、サイエンス）と⽂化体験
・その後10週間、⽇本各地の⼤学で研究を体験
・帰国後、Poster SessionとRe-Entryプログラム⽶をRice⼤が実施

→ 元々はNSFのFundで実施していたプログラムを中⾕財団で引き継ぐ

2019年は独Heidelberg⼤、KITから計12名の学部・修⼠課程の学⽣を迎えての
新プログラム



中⾕RIESプログラム
〜 Outbound (1/2)〜
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⽇学⽣の海外での夏季短期留学

全国の⼤學から参加者（⽇本永住の理系学部⽣）を募集。2019年の応募者は99名。

男 ⼥ 計
2016 6 2 8
2017 5 6 11
2018 6 6 12

2019 6 6 12
合計 23 20 43

Demographics 
(今年度含む４年間）



中⾕RIESプログラム
〜 Outbound (2/2)〜
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⽇⽶学⽣の交流

研究⾵景

成果発表



アドバンストプログラム
〜Outboundのみ〜
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中⾕RIES修了者の⽶国春季短期留学

・2年間で6名が留学
・⽶国の4研究室と学⽣の受け⼊れのための契約を個別に締結
・2か⽉前後の滞在で本格的な研究、研究者の⽣活を実感

中⾕RIES：パック旅⾏ アドバンスト：個⼈旅⾏



プロクラムの成果 （中⾕RIES)
〜 学部卒業後の（研究の道に進むための）進路設計〜
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実績

参加者の声

⽇学⽣卒業⽣31名のうち、5名が海外の⼤学院に進学、5名が交換留学等に挑戦

• 今回の経験を通じて⽶国の⼤学院の競争的な環境で学んだ⽅がより良い研究者
になれると思うようになり⽶国の⼤学院進学を強く意識するようになりました

• 海外の⼤学院進学というのは⾦銭⾯・能⼒⾯ともに現実的に厳しいと思ってい
ましたが、海外⼤学院進学が重要な20代のチャレンジになりました。

• 将来のキャリアを考え、貴重な仲間を作れた夏休みでした。「世界は広く、⾃
分の⽬の前にある選択肢も多い」とことも気付かされました。JP Fellowsは勿論、
U.S. fellowsとはいまでも連絡、⼤学院に関する相談もよくします。

• 研究室での応⽤に接し、基礎となる⼤学での講義の意義に気付き、改めてしっ
かり習得しておこうという気持ちになりました。



プロクラムの成果 （アドバンスト)
〜 学部卒業後の（研究の道に進むための）進路設計〜
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実績

参加者の声

具体的な研究成果

• 学部⽣のうちにアメリカでの⼤学院⽣活を本物に近い形で体験できたのは
本当に幸せ。研究室のメンバーとの出会いはかけがえのないもの

• 研究内容だけではなく、研究者ならではの悩みや、将来の希望などを聞くこ
とができ、⼤学院留学後の⽣活をリアルにイメージできるようになりました。
⾃分がどこに永住、出産や⼦育てをしたいのかなど⻑期的な視点も踏まえつ
つ判断していきたいと考えるようになりました。

• 現地滞在期間中に、複数の⼤学の研究室を訪問できたのは貴重な機会



現状の課題と今後の⽅向
〜 ⼤学、学⽣への期待〜
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• ⽇⽶間のプログラムから⽇⽶欧３極への拡⼤
今年度は欧州の⽴ち上げの第⼀歩！ドイツ留学およびドイツ学⽣受⼊れ

• Outbound：⽇学⽣のDiversity拡⼤ → 多くの⼤学から多様な学⽣を
関係各位のご⽀援とご協⼒を期待

ü 英語⼒、喋る⼒の向上
ü 募集

• Inbound：受け⼊れ学⽣（欧⽶⼈）に対するプログラムの充実
ü ⽇本の⼤学院進学の魅⼒？
ü ゴール？

    

RIES Alumniが
経験を共有


